
 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月３日（木）～４日（金）  

 

①そうまＩＨＩグリーンエネルギーセンター（福島県相馬市光陽 2丁目 1-1） 

「水素を活用した CO2（二酸化炭素）フリーの循環型地域社会づくり」をキーワードに、

カーボンニュートラルと循環型社会の実現に向け、再生可能エネルギーの活用と水素の

製造から利用までの技術の実証研究を進めている施設です。 

国・県が進める福島イノベーションコースト構想に基づき、2018 年 4月、市と株式会社

IHIが開設しました。 

https://www.city.soma.fukushima.jp/shinososhiki/shokokankoka/keikaku_shisaku/1

644.html 

②浅野撚糸㈱フタバスーパーゼロミル（福島県双葉郡双葉町中野舘ノ内 1-1） 

世界初の特許技術撚糸「SUPER ZERO®」を生産する大規模撚糸工場。唯一無二の撚糸技術

と made in 双葉を世界に発信していく浅野撚糸生産部門のフラッグシップとなる拠点で

す。吸水性・速乾性に優れた高機能タオル「エアーかおる」販売直営店と福島相双地方

では初となるキーズカフェを合わせた双葉町復興のシンボルともいえる大規模複合施設。

https://asanen.co.jp/dakishimetefutaba/ 

③アイリスオーヤマ㈱ 角田 I.T.P/角田工場（宮城県角田市小坂上小坂 1番） 

約 34万㎡の敷地内に研究開発部門、管理部門、製造・物流工場を集約したアイリスグル

ープの本部機能です。商品の企画・開発・製造・販売・お客様のアフターフォローに関

するあらゆる業務の中枢を担っています。運が良ければ毎週新商品開発会議が行われる

会議室も見られるかも！？ 

https://note.com/irisohyama_info/n/ne44c7c7c2de6 

④宮城ゆりあげ麦酒醸造所（宮城県名取市閖上東 2丁目 12-2） 

1994年宮城県亘理町荒浜の地で平成 9年 10月に醸造を開始。3.11の影響で 2013年 1月

花巻の地に仮工場を開業・操業。宮城の地に戻るべく努力し、やっと念願叶い、令和 2

年 4 月に閖上東産業用地に移転・開業。熱処理していない新鮮な生ビールが自慢。当日

はできたてゆりあげビールの試飲もできます！ 

https://www.miyagimicrobrewery.com/ 

 

  

 

 

 

企 業 視 察 会 の ご 案 内  

１ 泊 ２ 日  

日 時 

視察先 

行 程 

１日目 仙台駅東口＝昼食（相馬市内）＝そうま IHI ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ＝ﾌﾀﾊﾞｽｰﾊﾟｰｾﾞﾛﾐﾙ＝ 

10：40    11:45～12:45     13:00～15:00        16:00～17:10 

＝ホテル＝交流会 

18:00  18:30～20:30  

 

２日目 ホテル＝アイリスオーヤマ＝ゆりあげ麦酒醸造所＝かわまちてらす（昼食）＝仙台駅東口 

8:10    9:15～10:30      11:10～11:50     11:55～13:30        14:00 

  

仙台駅集合・解散となります！ 

https://www.city.soma.fukushima.jp/shinososhiki/shokokankoka/keikaku_shisaku/1644.html
https://www.city.soma.fukushima.jp/shinososhiki/shokokankoka/keikaku_shisaku/1644.html
https://asanen.co.jp/dakishimetefutaba/
https://note.com/irisohyama_info/n/ne44c7c7c2de6
https://www.miyagimicrobrewery.com/


 

 

  

 

 １．共 催：公益財団法人八戸地域高度技術振興センター、高度技術利用研究会、 

         アイピー倶楽部（予定） 

 
２．日   時：令和６年１０月３日（木）～４日（金）〔１泊２日〕 
 

３．視 察 先：（１）そうまＩＨＩグリーンエネルギーセンター 

（２）浅野撚糸㈱双葉事業所 フタバスーパーゼロミル 

（３）アイリスオーヤマ㈱ 角田 I.T.P/角田工場 

（４）㈱宮城マイクロブルワリー 宮城ゆりあげ麦酒醸造所 

 

４．宿 泊 先：相馬ステーションホテル 福島県相馬市中村 1-8-20 TEL：0244-35-1121 

  

５．定   員：２０名 

 

６．参 加 費：高度技術利用研究会 会員、アイピー倶楽部 会員･･････・12,000円（１名/社迄） 

高度技術利用研究会 委員、それ以外の企業・団体・個人･･32,000円／1名 

※申込後すみやかに下記の口座にお振込み下さい。 

※仙台駅集合・解散となります。上記金額には八戸～仙台の往復交通費は含まれて

おりません。 

 

 

 

７．申込期日：下記の申込書により９月２４日（火）迄にメールかＦＡＸでお申し込み下さい。 

  

福島・宮城企業視察会参加申込書 

(公財)八戸地域高度技術振興センター 行き     （ＦＡＸ ０１７８－２１－２１１９） 

企業（機関）名                    

発信者        ℡    －   －      

氏 名
フリガナ

： 

（生年月日） 

 昭 ・ 平   年  月  日(  歳) 

（性別） 

男 ・ 女 

役職名： 特記事項： 

※ホテルは全室禁煙となります。（建物内に喫煙所あり） 

※旅行傷害保険手続きに使用するため、漏れなくご記入ください。 

※年齢は１０月３日現在でご記入願います。 

※担当：(公財)八戸地域高度技術振興センター 事務局 金田     

℡：0178-21-2131     E-mail:hc21@hachinohe-ip.co.jp    

青森銀行 八戸支店 普通預金 985977 

（公財）八戸地域高度技術振興センター 理事長 熊谷 雄一 

 

福島・宮城企業視察会 実施要領 


